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す
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二
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す
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二
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千
五
百
五
十
五
号
（
二
千
十
年
）
第
二
部
に
規
定
す
る
規
則
の
適
用
を
受
け
る
義
務
的
年
金
基
金

金
融
シ
ス
テ
ム
組
織
法
第
五
部
第
六
章
に
お
い
て
規
制
さ
れ
、
か
つ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
金
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監
督
庁
の
監
督
を
受
け
る
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体
に
よ
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管
理
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れ
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年
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ず
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光
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四

本
大
臣
は
、
以
上
を
申
し
進
め
る
に
際
し
、
こ
こ
に
閣
下
に
向
か
っ
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

二
千
十
八
年
十
二
月
十
九
日
に
東
京
で

日
本
国
外
務
大
臣

河
野
太
郎

コ
ロ
ン
ビ
ア
共
和
国
外
務
大
臣

カ
ル
ロ
ス
・
ホ
ル
メ
ス
・
ト
ゥ
ル
ヒ
ー
ジ
ョ
閣
下

（
コ
ロ
ン
ビ
ア
側
書
簡
）

（
訳
文
）

書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
た
し
ま
す
。
本
大
臣
は
、
本
日
付
け
の
閣
下
の
次
の
書
簡
を
受
領
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
光
栄
を
有

し
ま
す
。

（
日
本
側
書
簡
）

本
大
臣
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
共
和
国
政
府
が
前
記
の
了
解
を
受
諾
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
閣
下
の
書
簡
及
び
こ
の
返

簡
が
両
政
府
間
の
取
極
を
構
成
す
る
も
の
と
み
な
し
、
そ
の
取
極
が
条
約
の
効
力
発
生
の
時
に
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
こ

と
を
確
認
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。
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五

本
大
臣
は
、
以
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書
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も
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啓
上
い
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す
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大
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大
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簡
が
両
政
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の
取
極
を
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す
る
も
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と
み
な
し
、
そ
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取
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が
条
約
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効
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生
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す
る
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と
を
確
認
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る
光
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を
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し
ま
す
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六

本
大
臣
は
、
以
上
を
申
し
進
め
る
に
際
し
、
こ
こ
に
閣
下
に
向
か
っ
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

二
千
十
八
年
十
二
月
十
九
日
に
東
京
で

コ
ロ
ン
ビ
ア
共
和
国
外
務
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臣

カ
ル
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ス
・
ホ
ル
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ス
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ト
ゥ
ル
ヒ
ー
ジ
ョ

日
本
国
外
務
大
臣

河
野
太
郎
閣
下
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